
No．7 謂星大学辻会学耳三己要
］　・larch　　19S7

社会史の今日的課題（一）

百　木　英　明

　二社会学の分野からでなく，歴史学の分言か
1）

ら」葺近，社会現象の性格を示すような勢い

で，中世・ヨーPッパの文献の翻訳を中心とす

る〈社会史〉が流行っている。同時：こ，社会史

の研究領域の拡大と共に，歴史学より，社会

学，文化人類学，心理学，民族学等との交流の
　　　　　　　　　　　ヘニツ
必要がさけばれている状況にある，こうした動

きは，我々社会学研究を志す者］＝とっても無閲

心ではいられない，なぜなら，C・W・ミルズ

の「竪史が提供する多様性は，社会学的ま問題

ll答えるためよりもむしろ，問題を正しく設定
　　　　　　　　　　　ぽノ
するためにも必要なのだ」を引用するまでもな

く，構造論・変動論その他において，歴史への

視角の必要性が要求されているからである，て

こで，いか二社会学と社会史の架橋が可能であ

るかを考察することが本荒の主題といえる。こ

こでは，社会史の慎向を整理して後［：つなぐ問

≡点を提示Lたい一

（一）

　ところで，本来人間は，歴史と社会によって

自己を形成し，歴史と社会を一主体者として形

成するものである．それ故，社会の中に歴史は

内包されているの：こ，なぜ社会史が叫：これてい

るのか．

　〈社会史〉の言葉を素直に見て取ると，二通

りの解釈が可能となる。その一つが，今までの

歴史を内包された社会に，更に史を加えること

の意味，それは，新たな，別の角度からたる歴

史を已味する（よ：）ズイナミソクな1見点という

ことか？）　ことでちる，反対；こ，歴史が欠落し

てしまい，改めて史を加えな：ナれぼならない状

況によるものとの解釈が可能である，その一方

で，あた）まえとされてきた「社会」が欠落し

てしまい，今改めて，社会を見直し，従来の考

え方，方法に対し批判を加え，新∴二な目漂をい

か：こ設定し，その目漂二どのように辿り着くか

としての「社会史」との解釈が可能となる。そ

のため；こは，前提として，今日的状況（社会的

背景）を把握しておく必要がある一

　1945年の敗戦から今日に至る遇程において，

〈非社会化〉＝〈共同性の喪失〉　〈非人間化〉

と〈脱歴史化〉といわれる状況力確認できる＝

そこでは，社会をトータルに把握するイメージ

として，様々な形容ぶなされてきた。1940年代

後半の説亜入欧を目指し，西欧文明をモデルに

追求してきた「近代化社会」，　更：こ，　　大衆社

会」一言報社会！「脱工業化社会」　「管理社会」

等で5るrこの遍程：こおいて，人1罰は，対人接

触が少なくなり，アトム化し，アトム化される

ことを用意され，管工される状況へと追い三ら

れてきた二中でも1960年代の高度経済成長下］1

おいては，市場径済の京工に従って，あらゆる
（ギ

ものが商品の対象となi），商品化され，更；こ貨

幣による媒介を通じ，人間と人間との間1こモノ

が介在するようになってきた，その商品も，規

格化された大量生産によるものであり，購買の

際も，消費者の好みよりも，作られた両一的な
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今　March　／：一・S二　　　　　　　　　　　　．辻　会　史　．．つ

識，すなわち歴史鴛へえ）杉≡があるものといえ

る，空1罰：こついても，　ヨーニッパで1よ都市：の成

立と呼応するように度量衡の単位を定め，一定

の枠を1よゐ，それにより空間・アジール（聖地）

が消．宍L，　均質化さ口たとする，　日本二おい

ては，地鎮㌘の列をとり、褥巨三な空間を．茂し，

ズ，方角をli㍑二ニナる，ーこど、空口の質が三う意

識を考．摘して‘．・る．人ll．］三人ロニつ目孫、二おいて

も，貨幣託ぼ、バ三’1；・：によう貨幣を壽1∫トとする人

日三三∫）ヨーニゾハ．二1；’」’L，≡ノ⊃1き与による

人i二三1：系のi．い：：とこ）1二いを指口Lて‘一る一ズ，

11・12匡1紀二、∬ll接駒な1吉Jl・一，つ三i）人1司．対’人1司

の；碧与ば！こくなり，ノ「＼nと人聞の閲：二神がこい

り，お｛（L：㍉士話1二，”：、ミっ．Lこそ・り人ではなく，川に

対Lておi：Lをするよ：tJに変らっ；こ二としている，

そ二，：一公二的「㍑逗：’ドDなし○が戎言±る意

識＝三二．．・生L．”ニニし’．：いる．

　　二うL．ニゴ；：∫．‘．1；r〈。一），：i、i㌧1こ；；三1二、ハインパ’ン三）一工

死　ンごラ≒，二．：ll　l　・r，　ノx：：弓　∫．　lli〒　L　1、　・ニミi二j　I’．｛，；　　　　と　　L　’：、　一こ三

　　　　　　　　　　　　レ
史；二㌃きか：一？る人㍑，つ晃在一を三っ□ら1いつ現
こユ

在＿　と↑一て［：．・：人・：）．ii13i・三ユ三き方に日亡・を亘ご．て

ゴら＿莞ζEをいか，二生きるかという三ぶで二よ

うとしているといえる．

　一方，1．．1川こ、：6済’・ξこミ期におこつた日．ド⊃祉会

溝這⊃て化と二巳談こ．｝Lる1まどの長三菩ミニ；とLて，

南北：≡日∴乱．：二；｝・．こコtに吉言江会を三点二，．三三

言疑｝ljを呈÷∴⊃．パロノ言2二でjうる，氏『⊃主

芸を竺還Lてへると，（1），六K三家かろ一貫’

していろづぐ二：中心文㌶．へ⊃拭判をヨし、ヨ

本史．こお．ナ三／∵弐叢ニミへ．’1）言目とマイノリテ．1

　　　　ユご
への1□し、〔：．2）．広三なξ働と遍厄二よる二．⊃

註・・よる，擢・□：一：、lill　1　：よ。て弓fい菅

翼註会への批判乞単一三挨とする日本の＝史

の歪．Lだ歴只像：こ対＋る」士ヒ‘：」であるといえる．

ズ，平民二ちの領主に対する抵抗を．　一呆護一

する支配者ぼ．て．公＝÷÷ヤナといわ訂た天

皇を中心と÷三y支記川ll「1としてO天皇剃へ⊃問
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　March　1：一一こ、　　　　　　　　　社会］．llの

かなげれ二ならない，長衆s・）生≡史：”1＝．文化史，

民衆意議二三つ研究：二は、長俗学や文化人類学

や社会学が六・、・に．積極的に取り組言な1t一れば

ならない，三巨；こ，民衆をどう≡えるか1㌔今

後∩二1二二㌔．；Lい。

（一Lニノ

　それな1．二，同様に、民ぼを㌧象二L，’：ヨー

ごッハ⊃社会三二ついてごとうて1∫：　い：・か，

社会だ≧いえ二，フランパ・7　一．！’一し学派

か二三三．｝ミ三一：㌧　ヨー二・・／・こ・ヒ：：：ら　；ーじ会史」

といづて1二．三二龍fξ言こ1・il二㌘i二　1．三’1内容

1＿ 　」∵‘　．一’　．’　一一：：一：’で1sbP．、！　L
、　ヒー　’．、　　’　　　　　＿　　　一．　　　　　　’；、　　、　し　へ　．　．－、　ヒ

　　　　t、．．／　・・ノ　ー一：三ノ＼
　　　　　　　‘　　　．　　　　“ノ’：ノ．ノ　；：

　　　　　　　　馳｝
　大野英二氏1こよれ：三，　［1－iトィ　／三三∴二二：二六き

な転∵OJ，、ジ㌦こじこうた’）は．1！16（デ部＼てあると

いう・193⊂）．亭代のナチズム∴∴1いこP＿うう1’1’と

めるかと．・　．lll口ニニ11：之られ乙19〕．］年・：／”：．フィッ

シャー：，．．二て’1るとVう．纂一次幻Z，ミか・：　）第二

i大ヨミ；∴ζ：二〒三1　1Fイツ史1二．ll）’：㌔る」二；こ・i生・”）：1：㌧：二，

つま1”．　ごスへ・ルクか㍉こトラー／＼〇三E｛：完性三と

いζil∵Lを喫．」こした大きな、：；．二．二．’バ㌘を契

EI’1：こプこき：二：：三IIミカ㍉≡！こ　i　1）、　（　1　）．　づ一ゴー　・　ンジー

ムや三ll：幽 三二1∴二二）召！：／三によ1：、1云i‘　．’：『こ㌻⊃巳用

ぺ．7｛J≧、1ご三三1；1三ミllご化を口，1［：’．c：∴二にを：二え

る社会1二⊃二三I　C2’1．亡㌃Lて．－1㌦ゴ1：：：Z－・つ’ii“

巨、二よ1二二こ二よって，政；☆∵二．∵㍑会1三などの

．．

；1二！ヒ会二．F’，・二1：二つ急遂ご仁㍑：：、．二．；1ノ．：さi’1．　これ

らのプ∫1二を．：Elirlこ学が乗り入．i　1．三．二うに、’／1つた

（3）．ヴーt’イマル共和［i］’llとは二i・’tて、吉ソ共和

徽か，西三一ニッパに薩か口たしミンジをとり，社

会史へのiえこぶ高まつた　（’4）．牡にの1冒Cか

ら7〔〕年代二か：÷て，政治泊巨一］二〇亘ll二三，フラ

ンクフtトう三派：二媒介さ1汽．二，マルプス・ルネ

・・÷ンス　’「5．、．世代交バロ1三史学○．IJIU；1），

を三．げ．三で化が≡こり、社会巳づ台頭し．三と

今日的誤壱．〔一：

　　している：つまり．伝統宍学への対1垣

　　史に対する社会史として位置づ：＝’∵□；

　　る，

二：；

、　ユ、：．．

　，　　　　㌧

　　　フランスの場合

　アナール学派の二AnL・・lc：；d’i，i・t・lir・．　c、．liilU－

m｛quc　et　sOcial＜が，創刊さ∫｝∫二の：∴　lt二；L．J

年てちる．その誕生の背景には，ナーギニス

ト・コント以未○フランスニ［三主義行学へ○批

判として出発し，歴史認三にお：干る「．；ゴこ⊥○

復桧としての泣置づ：二．二∵・．る．更に．反料：｝二

にたよ1一ことなく、歴史家か∵きた人i’1．1：二し

て、　一ノぐ三つ巳三史二として二生き．’．1人㍑一．　一入

巨荏会一を対⊆と≡る一生きt二㍑に一て∴こ：÷．㍉

二ならないとした．それi二∴，　．」フ在によるこ

去○碧1三と一這去による現在のび慈一とを桓

関：：i：∴こ言＿言：し、入司行動の㌘ぼ：：i1．j　・i．≡じ1として○

「倒乏パhist（・iご・tc・talt・）への志向が必然’ご

も○としているrそうした中で、アナール㌃：派

の代ま的在存て完るジャッツ・ノしニフ∵，1976
　　　　　　　　．二5

年の日本請≡で，人ゲ学や社会学上パ交涜ご元］ミ

めながら，昔しい視点を口示している．そ2しは，

（1）．歴史を「長三賠バ寅云一、　い：1っに・ら土る：力

時：三iOl三：こおいてご三んる考え．方，（21．1三㌃：：．杓

物質三活二重点をおいニニえる．∵ニノ∴い○・．

巳1交を≡三三：竺：こでは：：：ミく．ご層に□いて二∴

る，　と一う三つ○視kから／≡：！餌をii：1汀吉こてこ膏

念を考えている，そして、　こつアフニー’t一か

ら、　巳三三㍉こお：ナる　二身1：コL　三：び書・：二　「心一　．．⊃言

三とLて．　二もっとも支わ・：．ざるこの一じ）7亡・
　　　　　．二日

・巳の歴史この重妄・［2を指㌘Lている．つ三ら，

二件史や政治史には現われにくい，疑※の・㍉二

之る欲求・感・i言・億（［．三などの無：嘗1瓢○深1：三1か

ら、日営文化の意味や三這に注Ilする㌧⊃であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二7
　　、　．’歴史：こお：＝る大衆の役lll．：こ）最ごローか・「）

日言巨人巨への1司心を中心と÷る．視点て∴る，

こうした点を．巨ベー・ン・ミシャンブレニニ16巨



　　　＿　’ノ！　＿
　　　　　　　 ＿　，

記にお：＋る魔術，べ衆文化，キV’ スト敦！の中

で擢1いている．こうした二心性」の斑念に対し

ては，E・デ・・ルtr一ムご集合表象1やレヴィ

ニゾリュー一ルの1． 未1；i・i人の心性1との交流が考

えらいる　更にこうし：㌔，　：㍉じ♪性」が，　「一全体

史．．へと云ヅる二とを考えると，マルとル・モ

ー パ．
め川社ぶ：1：：ジ江起される，一＝＝　一一一

ス・：）1三，1ご：．IC．　．－iiトラツニ：二代表さ．．汽るようil，

ひ11－．・．⊃行劃・「）f．：．1・・二こ・・．㍉；lll三：之，　．1「三済≡｝勺　・致治

．ttt

　t　．：．・．t／．’．t．　　．・　．．－．t’t　 ・・． t　t＝f：『．L．：．　、t’t　 ．． ．’． t／．．．「・　　．’　．．－．t’、　　11．一　／rf．：：L．；．．　t　ttへ　《T　lt．ttて・
ll）’示，；人い・七・！，、「ド∫・．・一：．こ□・，．ニニ⊃ク川ひら、

心．：9なも）、社会：『つなし⊃を二4介させて考集

三｝．．ir．．1　1－．こ∴∴こ1．／三・トる点て．．〃る：ズ、　－fiiig

∴ll人：・il一のら1念は、⊥物L∫’：1’ド1㌧ここ二．fliilJ・．辻会

「’

：t：’i’IJ三ノ）．－1・r：こ）己点によ・）、幼児が，三「「1広さ・i　1

る二とを通し，学ぶこかで、⊥きる社会：こ適合
　　　　　　　　　　　　　　　パ
して1．・く　「JV．！．．「）社会［1工を一，身ば技ニーとして、

身体の動きと｛：1：会をし”jこづ：ナている、÷］1：こ，il’［1史

□’1バを示＋し・）といえる二こ㍉一．一．：，；±土学

∵てft　L．こごliろ．≡素シ合工なつ：ろ．一深巳⊃1登

史二．二　の傾∴1ンニ㌃蜜める⊃が，F・ブニーデルで

　　　　　　　　　　　ロ∴る　二・：）．　．1．1’il・；・：生／つ巨．こ二で，i．，こi肯生1舌

．）二．（三住を」．正）と．一，　1㍑；」⊃：三として．つ生二⊃正方

ごとを．　∫＼に・：を生き／｝二き『と満いていう　そ⊃序

二で，　ll透明ご∴1ジ♪三LてZ）1ぼ貢生三　，ご1；llな

．．

二♪二Lて⊃べ易というような市易’三済1そL

て資．1，〈主義二　㍉】二分：与，董弍上げて，上昌が

変⊃一，ても，jll三賃L二漂暦つ三史：こお：1一ろ底流

は．ごわら1’）li，㌧のとみている．つまり、物質才．

活　　慣川やら日常・生一　の中での，会生活の

意三や，主1ドとしての人問がどのような衣服な

どを㍑てい，J．こか、．く、ど⊃ような注号に1主んで

「tt
．∴

二．i”という，　日kつ生．三つ：三統；こご．う三夕；づ

1－｝’・：．・．㍉るかを己ンこようとし．）こ≡で三る＝　こうし

．）

こ1元投．・つE：二，　t家：完ジこ：llと1うz　．f；，るといえ．る、

戻」
］
一．，
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　イギ戊ス．・つ易合

G・NI・トレヴニリアン⊃一 辻会ヨ⊃対象と

　　　　　　　　　　　　　　　No．7

なるものは、一一一口の庄べの遺去二お：．二’る日常生

ほぶ

活」として，Lik衆の口常生活を遍1じ、その中か

ら，民衆自身の歴史と文化の創這，三るいは労

働運動といった，民衆のレベルニよる，あるい

は底辺からの制1ジ史への反省．としての性格1こよ

る・Jのがあげら．－1’　tる，例えば，社会学にお‘、・て

　「階級．」の蔑念：k－一一義的に凱定さそて1、○い状

況でるり、Li六でも一均質化二が進行する中

で，二：二；り：㍍になりf’i）つ二㍉るデ，才三蒙｛’iミ1な三1∴1．’＿

⊃巨1「．こつも⊃とLて、三感としては三え二、い

亮念で㌻ろ三い二三．、ところが，　イギリスで

は，　ll「．∵会．：il’　／・：Ji’　’．ジ三　居佳三地1蓑．　パフ溌、．：5Si未

とい一．．∵．二力三㌧ll六1二おいて明1雀二三1ニバ存ffil

し，：．ゴ汚｛杓1．ミ巳の1ぺでなく，文化三・ご立1｛・：ll式

の総：てを．包C二∴だ：v　JDといえる＝そうLi：こ

とカ〉，　E・P・三ムソン「の1一つくろ、．㌧ると共に

　　　　　　　ばkずか．’をぐべる二　（x・，．as　made　and　mユ（1c

itsJ㌧　二い∴∵「舜；ぐ：二級の意訟ニニち戎さhる

；gi：㌧を，．㍑身のノ1＼llヨ紘会⊃内｛1：．；か，：）一：竺史．⊃主

r蓉を対象とナる、／｝∫’7∴．≡動史○伝三を引きつい

だもの三して．．：㌧二｝．）㌧ている，更，Z、二業1．ごこ

伴う㌃市化二．ギ　ニご人．．つ生ごをと。⊃．よ・：．：二．乏

え二の「㌧を三L：：1㍑ミ、二「’［；1生漂史ここて、　生言

社二会史tして二）　．ドから：っ墜史一lHistor：“f：・、．戊m

bcll．｝、、．三Lて．　i／．し1会三が泣置づ：；’r二．紅てい

る．

　こうし、LLI］：二．．i：’．って、　E・J・六ブズボーム

：よ這去1〔｝li∵、二1．・L15；「こ：こ1お：一］‥る撒上会史つ渠；’L．T）

　　　　　　　ロあったテー∵とL．て．

　（D．人i！抗□；二と緩族II司係，　L．．二．主完研

究；こ・㍑人される1いき．りで．．つ都市万究、1、3＼．．諸

巳級と江会乃集日」．ミ，．、4），　一心・；生一三る．・は業

合亘几∴．る‘y・二人類二葡ご味：こお：二’る一文化二

の歴史，15．‘．社会⊃変雲〔二とニニ近代化．．？

エ業化：：，　．6ノ．；三｛．二会i＿til動と社会三抗二⊃三ヨ

象をここ：．．∴：：、・る．．三二，社会史を三二工に分1．ヨ

しで．・る．三一一は．一貧三5るい二下巳潜・沃⊃
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巳史二とく1：は五民の運動史〔社会運動史）、

さらに専門化されたものとし二「労愛史一，二社

会主義口想と組織の怪史一，第二：ニニ，人間諸

活動の一風俗・慣習・日常生活」のtr＝史：第三

として、　二社会経済史こそして，社会のil．’；造と

変化の歴史，；皆級及び社会集団相互言1との関係

の歴史であ．る一二の1．11で、㌃三の類型二今後の

発見⊃可能性として⊃二｝（ヒ会．⊃．．ミ更一．としての

社会．史を二旨ゴニと；二．ご．．ミる．7．㌧つ言う一社会つ

歴史．と．二一　1111　－　1’㌃より　：．、・∵．：ミ．見＿で三）るうa’う4

実；三二．ここ．・：．二豆㌻こ．⊃趨二巳二生会｛．1三三と変化⊃

一
ニモ・デ・Lとこ）1－，宏‘］研㌧・’ごw：・．：ろ≧い．「㌧　．．2）．

その．湯介、川会．L三∫：：川迂．念で．∴’：」できる諸美団を

対象と一｝二：…パ）で．i：、．る　［3）．丹ご、：［il社会：言ご

のモデらを，．’ミ定す三力㌧二ゐ二L，，研完の優先順位

や作業嵐．三i・L　・・1．：・・∫欠な1．　．J．）ヒL『こ，そ⊃に先順

泣は，　㍑会㍗㌧ヒ1；llの．：＿1！i，L：1．「㌃1．　z．i！る　と　し　てい

る．そL－1、　ホフ．ニノ、．．．1．：一．’、は、・し．口動．三｝二こ．．「］⊃・（又

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごさ

長と共に竺ニミLて≧；．ゴi‘・∵：脱ミ⊃：．：rl．ミ受とLてつズ

素．三動．つし’．∴：か，㍉．・∵rl命二．”Li・L・考∴ようと÷

る三点て．∴ろ1　i．・える．Lパ＿そ⊃一草のL．［．．

は、［二『：三．．つ．ご脱を1i：多∵：：十：，㌘∵ll．1．こを；寺）；えな．．・iRi：

：二，単∴：三戸∵FL「）恨でL．か∴1く、1一か1こしてぶば

を用いておi！：いゐ．：三・吊：を形illミ十．る．：う二重要な課

言で．ち三たい∴と：、そ．□二：．二、xデr7　マス

・メデ｛一㍉　をい∫1．・二：，二；：・㌧三二か二∵うる二

臼1

辻　会　1之　の　今　日　ご白　課　d｛　一．

以とか．9匂奈二．〇二、二と二、近≒つ≡会史

は．ラ三i’iこ；：L会へ，1）：二L川を、ぺめ、三史と二，社：会

と．之，．人川と∴河かを号え一るき．．っか：ナを与えて

くゑ、悟き生き三L二二‘／：セの1コ三ている＿：分⊃

掘り起こし．とLてのこ［宋二i心るといえる，又，

民．宗：こ深く口ざし．㌧二：1二∴：㌧つ［；1；系，ニミ示の二．ネrL・

ギーを知、うものとしての三i未づ」らるとい三る＝

各々．⊃：1ぐ．⊃社会・文化のL：’き三を崇々な角支’か

ら1．三ノLなつ．∴う，　一変7｝っり∫Fづ一いもつと：変’÷っ．）：こく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一「．）

いものとのち察かろ，言1三訂な人．↓：J：．つ変化をri

指す視点．．）提示でも二う．るといえる．しかし，一

方で，好事家ら．○已味Dよう：こ、単なる読．王も

のとして扱われないよう二しな：ナロ、三ならなL・

，l
l、Tlも　i〕三：1・3，　L　二こ，tゴttう・，；t（：一｝一．≧t：まえ〔　ジ）「よ：．　・．　　つ．三　　り　、

i十1止や，☆き良き誇代へ．カロマン＝tlシズ’ムとし

てのみ，！・茎覚：’臼，主・：三討二已え．ノお二1言こ三㌧てし

まう危：；負t，1、∴ろ二い三る。　二の∴二、三．ご．三・つ1び

’：生旧∴ミiiT’，，li．ニニ．．麦三isじるもDがあ・’．　そ・．）iAi決

と㌧．、㌧．こる．つ、㌧も．｝．．っかうな1－．：更、二．1：ll∵之を「：・

学とLて況．三＋る二：k、＝F三1巨．：「ミ：1氏．．1・ノ”政着側

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，：’）t

の川念と点ンご；三活・：）元実とつギヤ　・．ノ．：）分川．、

として∴巳1戎一の二1念かろ二国家一　．此界」へ

．と連なる全潅へつなぐ点を別示しているよう

に，社会廷艮のヅイナミズムを五握せね二11二ら

ない点を：；とi：L．．な：÷．江二なら｝1よ‘．・．’「！三・，　’巨

き生きとLた：言．・つ人パつ姿を静的二1∵1だ三て’

なく、　i，i・iぺか11≡；こを動かすという．ン1．1．1．で、：口；見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　リ　　　　　　コ　　　　　　ひ　　　　　　ゆ　　　　　　ら　　　　　　コ　　　　　　リ

を学ぶ．つで：ごご：、三史二．ご）学二『iii．1：1こ二□馳こ：÷

れ1ご∴：，㍉ご‘．・⊃て．．ちる二　しかL、・’、’1：へ1化さお，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

：法イ㌶IJ人｛．≡’」侵三三て：H・る現状で、二1』．1’．’1二．・と二

㌧・：・Lt，；．

　こうし二状況に⊃・って，社．会史を刀向づ：ドる

点で，川㍑之総二，　二客涜的な現三のぶ史：：k，’．こ

だ一・つの：蓋史ゾニ：う．るだ：÷て∵うるこ　とL，　・ご出

総合二だの且会史だ．⊃というような：／’）1ぐ：；fミ密

に：之、．．：：，りよう二．7こ．．・つで、二．含実二∵1：iL；〉｛」．1

とか1．・う．名な1℃二’三言．会，社会を’｝：≡1；∴÷．：ズ．・ろ

いうな二・ント言つ内己1｛；りな口にご三1；．：・づ日絡

を見る二とにょ．．て∫う二去則；二三，；二：∵．：L：三え

二間「’：：二こ‘．・1－i1，　i：ll三でき1ごい人㌔二三・．．てい

わ：：三妬川：．，IFI・索∵∫な一三⊃気休力○；：／ジ）よう．ニ

　　　パ
見えることL、．往会史を「究臣にお．．・’．こ政治史

　　　　　　　　　ニ
：二ほか／’1：ら1ご．・一　としているr更1二、　一ほんと

うの：臨已、司・学としての史述：之，未未を変印し

うるほど’⊃政1錨㍍司察を三去に向かっ．てU口L

て，脚下⊃明言を論三1こ亮象する二とでな：．㌔し
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ばならぬ．としている，巳本にお；＋る近時の社

会史をブームに終わらせることなく，民．衆の側

からなる歴史．⊃｛／↓点を巨月〒雀：こしながら，方ミ去論

自㌧灯；二㍑の．二を・三．ぐ・らね：三．ご；うな！、・言采こを課せら

㍉て‘一：1）と．、・二るニ

　　シ．：・ソ　‘r・．ンゴフ1よ，二丁しい．三史学の未ノ｝ミ：二

対．1－、i；ll三㍍と人類’亨二と社会学．O闘で⊃融合1う1

匙二るニニ．を1罪；して1、三＝それなワニ，社会

学に∴1．・．．二、社会史の成呆をいかに活口÷るか

万次・．：‘課、．．≡なる．現時点てLご、径未の構造変

重　iJ　　＿　　．　　：　－1　　 ㌧　一「　）　　　 し　　こ　　　 と　　　　　 1＿　　　　

’

　
　
　
：
　
　
　

，　　　　　　　　1　　：，　［　　一　　会　　Zこ　　 巨な　　 ＿　i　．　一　一　1　　，　　　　　　　　　そ：　i　．：　　ここ　　
｝
　：　Lli　　j口　　

：　i　if　　こ

しT
）　　f’；，　t＿i：．ll三　1　こ　＿1一ゴ　．．　　・　一．二　　：二　」．；j　二　1　！団　　ら　．：　し　　ご：　　　・J”　　：　　　　Ll，L　－iご　；　こ　：『5’　1、　　、

て，　；ヒ会．∫二ll≡二お：f＾る社二会元二，　歴巳五会’．二：．二つ艮

卜：㌔：・心づ．て，吐会三動≡を：．；．：じよ・り．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼以］ぐ㌧こ．〈〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（．19さ6．11．25）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・＼：王：．

（1）　　Chrisi《・pher　Lloyd、いExpla1ユadon　in　Social

　　　Ilis、・」ry”　1；asil　Blackwell．　19δ6、　P．1二．

（21　そ．．）．’川として、巳川大三1・歴史．1）方法」大

　　　「｝1、㍑・ノ元，1：．S5午、　三7ジご二．る＝

C屈　　C・八・ミルズ言，㌍本1二1．一．1，　「社会コ∫：〔lll，口

　　　f：1㌧．、　・112’『『；．－1／一三え虞，ll二さ三三，　P．1／一：．1＝

（．；　　　三｛．．：．・．．：．1もそ，二つ▽’1：三三、．・．、ていらXi．Lか二ち

〔二：　　，．：∴ll：．・．；．二㌃二㌔こ．≡二．．．、　’i．｝二’／；も．ご∴・．iii’奈さ

　　　．：　．11．．ll．；『こ　1．＿．．．三．　二こ　しt二二と二：：二㌧；．ン＼と堅ミえ’・

　　　・‘　三1－．．二・：．

（C，　　NIIK：．｝：．．rll：’『：∵．ご1三三，　一三．く㍑六ノ＼．”．1．k．：”．．L．毒

　　　二　tt．．｛∫ご’ミ、日本ふ送出1こ：’；．f，会．1：．ミニ∵

　　　　　　　　　　　　　　：：　ゴj　　：二；ミ　，　二　　三．こ　　，　．　：　．」三ミ　 ，Nl　　≡’kz　、　　　　　　　一　　：：T－　1旨）こ　　　　　二二　：　／（　　E二｜　　フ1．こ　し『1、　　1，．1’　「；｝i　ト：≡；

　　　二．」、．三∴文．’：，　1！）8．．1午が三三、る＝

　　　　　「芝1二、　：一：．：．1．1．．：元養こi：：「て三、　「SO午！てと「ヨ元ミノ＼1，　「司

　　　i：∴．111．：1∵、．、．i：i、目、．．口本人○．宗き宗ご二」が．．・㍉る．又，

　　　i三ミ．日〒／’：’．：．：：．．’ご．ジ監：．；iてー：撒、　　，Fi　セ　チ　　　“生：ナニ：．；．ミ’、’，’．：：．－lfit’、　カ1

　　　し1．11そ．つていうとつ」言《：：ジニ三る、

（丁　．　　；ン∫．．：．：ご；1駅二1・ζ，　「パーごノンンニ；二．ミ三［．．弓二，　π1三．凡

　　　；：じ、　11S；f｝三

（．べ「　　1；・・：：「1．：ヱこ、ニコプ：≒三，一己会三二三：．，日本

　　　…＝ピ・一ス・’7一ノL｝．≡三≡：、］F．ε二二．“三一＝ツ

会 学研究紀要　　　　　　　　　No．7

　　　パ辰点への旅，時間・空聞・≡ノ’t：

（9）（10）（11）　同上，p．29，

（12）　結野姜彦著，　二日本中巨の民衆像」、　lr、1二言

　　　［ど，　1㌧さ0年．　p．73，　p．105t，

（1川　　同著、二無ξ云・公界・楽一、平几社，1：．S．：≒，

　　　P，1S〔う：

　　　　　同著，：一中Lti，一再考．．．日本ニティ．’・一ス7－・ン出

　　　Uナi：：‘：、　11t．S6≒三，　p．117＝

｛、1；，）　　≡ラkプ｝延≡著，　「口本にお1÷る　1．公一　と　・三ニー．

　　　日味；Elミ新聞社、19τ6舎こ、　P．膓：二

（15）　口上、P．67～P．68，

（16）　本’二栄治貝ll著，－hポ社会史一，　t：ここ祉、　1ヨ47

　　　ゴ㍍，P．17二

．1丁）　　「・司一ヒ，　p．17．

ほS．　　・．｝．・｛寸さ法≡，二三二会「ミ1．．、山：り川．．ミた、1：．70

　　　㌃．

1い　　：ft：三．一己工栓会三∴：子に〕．，山‘’川1：ご二、

，　．　tt　、　Pr，　　　1’・ミO二1．．、　P．：ヨ：

12〔）1二じ　口上。

r：1．／’1　1　，’．：山ざ之二著、　・rl本⊃ド．1社会、　．：ミ三

　　　［［”i、　1［－s5年，　P．4，

（　21〕　）　　　　　　　．ノこLr－：，fC　二著　、　　　二Ji　　f＼　　］－t　　イ　　’⊃ノ　t－t　会　Lミ　csl　l：『；．1　．　1．：　．：　三　一　、

　　　ジミ来社1．　1：・S二≒，　P．　LUニー20：．

（121）　　　NI　・　ス’1：＝　ツ　ゴツ芸，　「⊥．ヒ彰ミ㌦こ　⊃プJf　jJ　1－　、　：、：：JC　itL，

　　　1：．rδ年「

　　　　　同土：、　高1．二三二三による㌫；、，三，

〔L’　J・・’　シ．1一ッ．：・・ル＝二音，二㍍三∠∴　・ご．ご．，．

　　　N：．〕．61⊂〕、　二三史三と民1二三：．）晃在一Fi．ミ三㌧」三：、；：ニニ

　　　ベ㍍llか一J－「三．1支書∵了、　117C㍍

L二　　三．ii審ラニニ、・シ・．一ス　フ．・；を○：、．二．

　　　‘’ト三：，tiつく　ト　ド＝ジー”　，　．：三三；”11．11S．l　ll’一、　P．1㌦．

‘．、二　　巨上，P．11S，

‘1　：E・． 　　　．．．一．叉．三一」ヤ1t・ミ：1－，　著三1ミ，　1．〉．／’”；’．　P．：：1：〕

　　　～　　　　　，　↓

〔：t．）　　一・’㌧zニル・・ニー7・老、　育三二‘；三1，　　．．徒：．こ≠と

　　　人．；：学一一一工，弘文堂，1：口㍍，p．：’／．1．

（．1．（」、　　［7i，⊥ニー．．．］工二〒　P．：二：4二

（：1．：1　同上一一旦，P．1二二，

（∵．：．　　ニニルー：一ン・ブ＝一テノシ：：‘r－，］寸上二刀．：．t．

　　　　㍑．三文・．三・⊆言・三二：三義　　15－18　ig’　．1　（’li，！－1、

　　　目．’X”1．ll、つ：三三二　　1－．　みナ”t‘∴・二、11ε二fll

‘∴．．．：：　G・M・ミンー㌧：1干ン∵イ≡「ス㌍会史一．

　　　又三一÷言．i．　壬S二年．　P，1．

〔：：．∵．　　Thこda　Skocl）01．‘‘1・’isiO」？　and　．X，「乏’tigod　i）1



March　1987　　　　　　　　　社会史の今

　　Historical　Sociotogs“．　The　University　of

　　Chicago，　19S4，　P．14．

（1・15）　E・i・□，H。b・b・“’m，　“Fr・mS・ci・IHi・t・・y

　　to　Historv　of　Society”．　ilユ“Essass　iJl　Social

　　Histovx’1”．　Clarenclon　Press　Oxf（：）rd．　1979，

　　P．12．

（36〕　同上、1〕，2、

（3二）　　　ローヒ、　P．9．

（1，18：‘　　Eric、　J．　Hobsbow［ユ．“His：ory｛r〔，m　Bclow－

　　Some　Reflections－”，　in“Hisloり・fiJom　Bclozv”

　　Conc〈⊃rdia　I．Tniversity．　　⊃slolltr6a1，　　1〔』＞5．

（i－11㌧　　づlli三良1；．㌶，「五会ニへ⊃三一・口不・ニティタ

　　ース　：r－．らH．Ul反日1、　1i．S／｛｝二，　P．2・1：う：

G〔｝）　　一一’UとL、て，1｛1＆1午10月14日のfiji；n二亮一三

　　　一祭：．㍉㌃こによ○：’1を∫口1「：｝i社へ《つ合祀事勢が・礼

　　社と己生省，㍑道后㍍との六口事えとして行なわ

　　れてい：t’二二三か：あば．うぶ／．

G1、　　ミ：ぶ1：之：Lこぼ，　．．、1∵’：之1．二全集　1ご三，近代日

　　本：つな1）たち．1、㍍村出版、1：・71年、P口○

（．．4：）　　川上、P．17・

（4：．．’　　1，i］．ヒ、　P、　l　cK“

　　　　　　　　　　＜参考文就

・
㌃直う弓㌫，二往会学　上一．口皇大学・1三り年・

・
角山ぷ一li北稔］Fl、「路地宍つ大三三匡一平几社・

　1t．S41．｝こ

一：！北㌘著、　；；：L：落きにち．㌃）でギ．’ス史一干几社・

　1＼Sバll二．

ジ．：一・フーハー1；：1二．＿：1．三ニー．1’1、「．ン＝i一ス∴

日　　1］勺　　謀　　是葦　（一）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　27　－

　　→←ン／・ケイ出版、　1tg85年：

・ E・J・ボブスボーム著，「資本の時代　1・1［」、

　みすず書房，1⊆・82，1983年，

’福井詩1他編「フラソス文学：諺巨5偲惹＞J，

　　大修㌶書店，1977年，

　・「彦言と致育の社会史」編集委員会｛：言　「民衆の

　　カリキニラZ、　学校のカリキュラム！，新言言，

　　19S：〕年：

　・同会1言，「生活の時間・空間　学枝Ol：ti・筒・空間」

　　新告論．1gS4年，

　・同会iLk、「亘家の教師　民衆〇三・’：　！・新≡論・

　　1〔．S5年，

　・1・R・ギリス著，北本正章烹、「〈三言〉○社会

史二、新三社，11．S5年二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「－lr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づドニヨ　　　　　　ド　　リダエ　みゼコ　　　　ド　ニ　ニ

　イヴォンヌ　’ブニ／ンアイニニ＝、　フ」，Et’LYI　T三．い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1メ、

　〔つフ．！ンi－：ニジー」．　新言三三≒．　19δ5フ三、

．マルニーヌ・七ガンース著，片岡≡彦三’ミ，　　妻と

夫O社会史二，薪評㌃，1輻ぷ㌃，

・ ジャン＝六一ノン・アラソ焉、片厄孝彦1ぺ、　二路地

　裏の女巳云」，新評論，1［・84年：

・ 浜喬正夫著，　一亮尺と史厄准物二∴大月言后，

　1cS5年こ

・ 浜赫正六著，　「往会史の方法をめく．って、　て1学

　と巳で二No，5S．計日本出版辻，

・石塚裕這，二吏京○社会経済史一　紀｛三；巨三≡：吉・

へ「一一T一　1t’i日二二．

、

　
ノ手二学本＋

’

“
c
J

＝
　
’

てひき
こ
）三

r

r
y


